
［原因と対策の報告の公表文（様式２）］ 

伊方発電所から通報連絡のあった異常に係る原因と対策の
報告について（令和５年５月分他） 

Ｒ５.１１.１０ 
原子力安全対策推進監 
電話番号 089-912-2352 

１ 四国電力株式会社から、伊方発電所で令和５年５月他に発生した４件の設備の

異常に係る原因と対策の報告がありましたので、お知らせします。 

［報告書の概要］ 
県の 
公表 
区分 

異常事項 
発生 

年月日 
原 因 対 策 

Ｃ スチームコン

バータの不具

合 

（３号機） 

５.５.１ 伊方発電所３号機は第 16 回定期事業

者検査（3-16 定検）中のところ、スチ

ームコンバータの加熱管の非破壊検査

を実施した結果、加熱管の広範囲に施

栓基準を超える外面からの減肉を確認

し、当該加熱管の施栓が必要となり当

該設備が必要な能力を有していないと

判断した。 

今後の対応を検討し、スチームコン

バータの修理に期間を要することか

ら、3-16 定検後のプラント運転におい

ては、スチームコンバータを使用せ

ず、補助ボイラ（予備を含め２台）に

より、補助蒸気を供給することとし

た。 

本事象による環境への放射能の影響

はなかった。 

その後の詳細な調査の結果、以下の

プロセスで加熱管外面が減肉したと推

定した。 

①  スチームコンバータ上部よりスチー

ムコンバータ内に供給された水（純

水）が、加熱管の周囲に貯水され、

加熱管内部を通る加熱蒸気と熱交換

を行い蒸気となる。 

②  供給された水には溶存酸素が含まれ

ており、加熱管（銅）と溶存酸素が

反応し銅の酸化物が生成される。 

③  給水入口部に近い「＃３～＃４支持

板間エリア」は、スチームコンバー

タ内に供給される水の流れにより銅

の酸化物の被膜が剥離され、加熱管

（銅）の外面に新たな銅の酸化物が

生成される。経年使用により銅の酸

化物の生成、剥離が繰り返され、加

熱管外面の減肉が徐々に進展し施栓

基準以上の減肉となる。 

なお、加熱管の減肉を検知できる渦

電流探傷検査（ＥＣＴ）は第４回定

期検査時（平成 11 年度）以降実施

しておらず、この減肉の進展が把握

できなかった。 

④  給水入口部から離れるほど、水の流

れが緩やかとなるため、銅の酸化物

が剥離せず亜酸化銅が酸化銅になる

まで残り、減肉が進展しない。 

(1) スチームコンバータ加熱管全数

156 本に施栓基準以上の外面減

肉を確認したことから、次回定

期事業者検査（令和６年度）に

てスチームコンバータ加熱管の

取替えを実施する。 

なお、加熱管取替えまでの間、

プラント補助設備で使用する補

助蒸気については、補助ボイラ

により供給することから、プラ

ントの運転に問題はない。 

(2) 加熱管の減肉状態を監視できる

ように、加熱管のＥＣＴを４定

検毎に実施するよう保全計画を

見直した。 

なお、点検頻度は、本事象が経

年使用により減肉が徐々に進展

する事象であり、第４回定期検

査における約５年間運転した後

のＥＣＴ結果で急激な減肉の進

展がなかったことを踏まえ、４

定検毎に設定した。 

(3) 類似機器であるスチームコンバ

ータドレン冷却器について、約

30 年間の運転で減肉は認められ

なかったが、今後は減肉状態を

定期的に監視するために、８定

検毎に計画している開放点検に

合わせてＥＣＴを実施するよう

保全計画を見直した。 



県の 
公表 
区分 

異常事項 
発生 

年月日 
原 因 対 策 

Ｃ 発電機用窒素

ガス封入装置

からの窒素ガ

ス漏えい 

（３号機） 

５.５.26 伊方発電所３号機は 3-16 定検中のと

ころ、発電機用窒素ガス封入装置（当

該装置）にて窒素ガスの漏えいを確認

し、詳細な点検が必要と判断した。 

点検の結果、3-16 定検で取り替えた

当該装置の接続継手のＯリングが適正

に装着されていないことを確認した。 

このため、当該Ｏリングを新品に交

換し、漏えいがないことを確認して、

正常状態に復帰した。 

本事象によるプラントへの影響及び

環境への放射能の影響はなかった。 

その後の詳細な調査の結果、当該装

置の入口弁の固定位置のズレにより、

圧力調整器側の接続継手部の締め付け

が不足するとともに、Ｏリングの接触

面の当たりが不均等になったことで内

圧を受けたＯリングの一部が押し出さ

れ、窒素ガスの漏えいに至ったものと

推定した。 

入口弁が適正な位置よりも下方向に

取り付けられた原因は、以下のことが

重畳したことによるものと推定した。 

○ 入口弁の固定板と架台とを溶接にて

取り付ける際に生じた取り付け誤差 

○ 入口弁の固定板のボルト穴位置の施

工誤差 

なお、各種試験及び運用開始時にお

いては、かろうじて窒素ガスの密封状

態を維持できていたが、気圧の変化な

ど何らかの要因により、７日後にガス

が漏えいしたものと推定した。 

(1) 入口弁の固定位置を調整し、圧

力調整器－Ｌ字配管－入口弁の

ズレを解消するとともに、Ｏリ

ングを新品に取り替えた。 

(2) 入口弁は、現状メーカ推奨の固

定金具にて固定しているが、当

初の設計通りボルトによる固定

とすることでより強固に固定で

きることから、次回定期事業者

検査時に現在の位置でボルトに

より入口弁を固定できるよう、

固定板のボルト穴の位置を調整

する。 

(3) 今後、同様な装置を製作する際

は、製作時に発生し得る誤差を

調整できる設計とすること、ま

た接続継手を締めつける前に、

接続継手部に隙間がないことを

確認することを標準発注仕様書

に反映する。また、製作時にお

いて接続継手部に隙間がないこ

とを確認するようメーカへ要請

した。 

(4) 圧力調整器点検時などに接続継

手の分解・組立を行う際は、接

続継手の締め付け前に接続継手

部に隙間がないこと、及び締め

付け状態を確認する手順を標準

作業要領書に記載する。 

Ｃ 使用済燃料乾

式貯蔵施設設

置工事に使用

する仮設電源

ケーブルの損

傷 

（３号機） 

５.７.２ 伊方発電所３号機は通常運転中のと

ころ、使用済燃料乾式貯蔵施設設置工

事場所において、運転員が仮設電源ケ

ーブルの損傷を確認した。 

このため、損傷した仮設電源ケーブ

ルを接続している工事用分電盤から取

り外し、更に上流にある工事用分電盤

内の電源ブレーカのスイッチを「切」

とした。 

本事象によるプラントへの影響及び

環境への放射能の影響はなかった。 

その後の詳細な調査の結果、ケーブ

ル敷設状況から工事足場上への型枠材

の仮置き時に、当該仮設電源ケーブル

と型枠材の接触により外傷が生じ、そ

の後、外傷部分から幾度も雨水が侵入

したことで、絶縁体の劣化が進み、上

流にある工事用分電盤の電源ブレーカ

の電源スイッチを作業終了時に「切」

としていなかったため、事象発生の前

日の降雨で導体間が導通し、短絡損傷

したものと推定した。 

(1) 損傷のあった仮設電源ケーブル

を 新しい ケー ブルに 取り 替え

た。 

(2) 工事用仮設足場に敷設する仮設

電源ケーブルは、型枠材等で損

傷を与えない位置に敷設するこ

とを徹底するよう作業要領書に

反映するとともに、工事関係者

に対し周知徹底した。 

(3) 屋外で風雨等に曝される場所で

使用する仮設電源ケーブルは、

ケーブル内部へ水の侵入を伴う

外 傷が無 いか 外観点 検（ 月１

回）を実施することを作業要領

書に反映するとともに、工事関

係者に周知徹底した。 

(4) 工事用分電盤の大元の電源ブレ

ーカは、作業終了時に電源スイ

ッチを切ることを徹底するよう

作 業要領 書に 反映す ると とも

に 、工事 関係 者に周 知徹 底し

た。 

(5) そ の他工 事の 作業要 領書 の作

成、確認の際においても、必要

に応じて上記 (2)～ (4)の対策が

とれるよう、社内規定に記載し

た。 



県の 
公表 
区分 

異常事項 
発生 
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原 因 対 策 

Ｂ 使用済燃料ピ

ット監視カメ

ラの異常 

（３号機） 

５.７.26 伊方発電所３号機は通常運転中のと

ころ、３号使用済燃料ピット監視カメ

ラが正常に動作しないことを運転員が

確認したため、伊方発電所原子炉施設

保安規定（保安規定）に定める運転上

の制限から逸脱した。 

調査の結果、使用済燃料ピット監視

カメラシステム制御盤のサーバの不具

合により、監視カメラの画像が使用済

燃料ピット監視カメラ表示モニタに表

示できなくなったものと推定した。 

その後、保修員が当該サーバの再起

動操作を行い、使用済燃料ピット監視

カメラの画像表示状態に問題ないこと

を確認したものの、念のため当該サー

バを予備品に取り替えた。 

予備品に取替え後、監視カメラの画

像表示状態に問題はなく、設備に異常

がないことを確認し、運転上の制限の

逸脱から復帰し、通常状態に復旧し

た。 

本事象によるプラントへの影響及び

環境への放射能の影響はなかった。 

その後の詳細な調査の結果、当該サ

ーバ内のハードディスクの個体差及び

経年使用によって不調となり、ＯＳが

不動作となったことで、使用済燃料ピ

ット監視カメラ表示モニタの画面が真

っ暗な状況に至り、その後の再起動操

作においても一時的にサーバが正常に

起動しなかったものと推定した。 

また、定期点検（月例点検）等で、

ログの確認は実施していないため、未

然にハードディスクの不調を把握でき

ない状況であった。 

なお、使用済燃料ピット監視カメラ

のアプリケーションは、正常に動作し

ていることから、本事象はアプリケー

ションの異常ではないと判断した。 

(1) 当該サーバについては、予備品

との取替えを実施した。 

(2) ハードディスクの不調を早期に

発見するため、定期点検（月例

点検）において、ログを確認す

る 手順を 作業 要領書 に追 加す

る 。また 、当 該サー バと 同様

に、重大事故時等に使用される

設備で、通常は待機状態となっ

ているサーバについても、同様

にログを確認する手順を作業要

領書に追加した。 

(3) 当該サーバについては、メーカ

によるハードディスクの取替え

後に予備品として保管する。 

※以下４件については、現在、四国電力株式会社において調査中であり、「伊方原子力発電所異常
時通報連絡公表要領」に基づき、原因と対策の報告書を受理後、来月以降に公表します。 
・伊方３号機 非常用ガスタービン発電機燃料油貯油槽Ａの配管フランジ部からの油漏れ（令

和 5 年 7 月 27 日発生） 
・伊方１号機 海水管の圧力検出配管からの海水漏れ（令和 5 年 8 月 7 日発生） 
・伊方１，２号機 タービン建家天井クレーンの照明用ケーブルの焦げ跡（令和 5 年 9 月 20 日

発生） 
・伊方１，２号機 碍子洗浄水タンクへの送水配管からの水漏れ（令和 5 年 10 月 5 日発生） 

 

２ 県としては、伊方発電所に職員を派遣し、対策が適切に実施されていることを
確認しています。 


